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Abstract: In the analysis of business problems using simulations, even experienced users who are familiar with the target 

problems and systems may overlook necessary elements and structures depending on their individual abilities. We propose 

a method of describing knowledge about stakeholders by means of a stakeholder value network (SVN) and supporting 

the creation of simulations by checking the correspondence of each element in the diagram. We show an example of its 

application in a real case in the manufacturing industry. 

1緒言 

企業において業務改善・改革を行うには、定量的

な分析・評価が必要であり、その手法の 1 つとして

シミュレーションが用いられる。例えば製造業では、

生産ラインの改善、リソース配分計画などにシミュ

レーションが用いられる。シミュレーションを用い

たビジネス課題の分析では、一般的に以下のプロセ

ス[1]を経る。

(1) 対象とするシステムのふるまいから解くべき

問題を同定

(2) 要素間の因果関係の循環構造を仮定

(3) 定量的モデルを作成

(4) モデルの検証とシミュレーションを実行

(5) 提言や実装を実施

定量的モデルを作成する前の段階はいわばアート

である。対象とする課題やシステムに精通した者で

あっても適切な要素や構造を見落とさないという保

証はない。これはビジネスシミュレーションモデル

に習熟したモデル作成者においても同様であり、ど

のようなリソースがモデルに取り入れられるべきか

を確認することは、属人的技術に依存している。こ

の困難を完全に取り除くことは困難であるが、軽減

することは可能である。その 1 つとして、前報[2]で

提案した Stakeholder Value Network (SVN)を使ったモ

デルの検証方法を発展させた方法を提案する。 

2提案手法 

2.1 概要 

本稿では、図 1 に示すように、準備、比較、修正

の 3 つのステップを経て、ビジネスシミュレーショ

ンモデルの重要な要素、因果関係の循環構造、整合

性を体系的に確認する。

図 1 提案手法概要 

2.2 Stakeholder Value Network (SVN) 

SVN とは、システムエンジニアリングで用いられ

る図式[3]で、ステークホルダー間で交換される「価

値」に着目し、その価値の流れを図示したものであ

る。SVN は、システムに関わるステークホルダー間

◼比較結果を用いて
SVN・SFDを修正

◼ SVNとSFDを比較して
相違点を確認

◼ SVN・SFD上のステー
クホルダー、相互作用を
確認
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の直接的、間接的な関係を適切に評価するためのプ

ロセスである。ステークホルダーは長方形で表され、

価値は価値の提供者から受益者へと引かれた矢印で

表される。

2.3ビジネスシミュレーションモデル 

 本稿では、ビジネスシミュレーションモデルとし

てシステム・ダイナミックス（SD）を用いる。SD は

分析対象をシステムとしてとらえ、システム内で相

互に影響し合うフィードバック・ループの構造を調

べ、その振る舞いをシミュレーションで分析してい

く手法[4]である。SD ではストック・フローダイアグ

ラム（SFD）を用いてシミュレーションを行う。SFD

はシステム内の要素のある時点での蓄積量を表すス

トック、要素の単位時間当たりの流入・流出量を表

すフロー、ストックとフロー以外の定数や変数を表

す補助変数から構成される。

2.4モデルの修正方法 

SVN を用いたビジネスシミュレーションモデル

の具体的な検証方法を図 2 に示す。準備ステップで

は、ビジネスシミュレーションモデルを利害関係者

に基づいて分割し、ビジネスシミュレーションモデ

ル内の利害関係者間の相互作用を確認する。

図 2 モデルの修正方法 

比較ステップでは、ビジネスシミュレーションモ

デルと SVN の比較を行う。まず、SVN に含まれる

ステークホルダーがビジネスシミュレーションモデ

ルにも存在するかどうかを確認し、ビジネスシミュ

レーションモデルに存在しないステークホルダーを

チェックリストに追加する。次に、SVN のフローが

ビジネスシミュレーションモデルに存在するかどう

かを確認し、ビジネスシミュレーションモデルに存

在しないフローをチェックリストに追加する。次に、

ビジネスシミュレーションモデルのステークホルダ

ーが SVN に存在するかどうかを確認し、SVN に存

在しないステークホルダーをチェックリストに追加

する。最後に、ビジネスシミュレーションモデルの

相互作用が SVN に存在するかどうかを確認し、SVN

に存在しない相互作用をチェックリストに追加する。 

修正ステップでは、チェックリストのステークホ

ルダー、フロー、インタラクションに基づいて、SVN

とビジネスシミュレーションモデルを修正する。

3ケーススタディ 

ケーススタディとして、我々の提案手法を製造業

のケースに適用する。作成した SVN を図 3 に示し、

作成したビジネスシミュレーションモデルを図 4 に

示す。 

図 3 製造業の SVN 

ビジネスシミュレーションモデルは Sterman が作

成した SFD[5]をもとに、著者らが修正を加え作成し

た。ビジネスシミュレーションモデルでは(A)Product

と(B)Money が表現されていないことは明らかであ

る。また、(C)納品情報は SVN では営業部門が与え

るが、ビジネスシミュレーションモデルでは生産部

門が与えることが明らかになった。この結果を利用

して、SFD に(A)Product と(B)Money を追加し、



(C)Delivery 情報を修正するかどうかを検討すること

ができる。ビジネスシミュレーションモデルと SVN

の違いを考慮することで、シミュレーションモデル

を修正するためのヒントを得ることができる。

4結言 

本稿では属人的なモデリングプロセスの困難性を

取り除く方法論として、Stakeholder Value Network を

用いたビジネスシミュレーションモデルの検証方法

を提案した。提案手法を製造業のビジネスシミュレ

ーションモデルに適用し、シミュレーションモデル

を修正するためのヒントを得ることができることを

確認した。 
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